
株式会社 ヨコタ東北

～循環型社会の実現を目指して～

環境と福祉がつなぐリサイクルの環

新 庄 方 式



YOKOTA TOHOKU
YOKOTA RECYCLE AMENITY CENTER

企業理念

当社は、豆腐のプラスチック製容器を主力とし、積極的に

新製品の開発や技術革新を行い事業展開をしてきました。

平成１２年度から施行された「容器包装リサイクル法」に対応す

るため平成８年から、２１世紀の循環型社会への貢献を目指し

開発を進め、ゴミの減量とリサイクルという２つの目的を達成す

る機能を持つ、はがせる容器「P&Pリサイクルシステム」を完成
させました。

原料から製品化、使用したら捨てる“ワンウェイ”（一方通行）

が従来からのシステムだけに、企業レベルでは何ができるか、

そして、限りある資源を大切にして、これから生まれてくる子ど

も達のために何ができるのかを問い、自然環境を皆様と共に

考え、コミュニケーションのできる場として、「ヨコタ東北アメニ

ティセンター」の創設にふみきりました。容器リサイクルを通して

環境という土台の中で、“循環型社会の創造・啓蒙”が大きな

テーマであります。

循環型社会の実現と地球環境の保全を目指し取り組んでい

こうと思います。

１．リサイクル文化、創造、確立への貢献

業務内容

２．自然を守る企業としての提案、行動

３．地域、社会、仕事を通じて知り合った

人々と、夢を語れる企業文化の実現

プラスチック製食品容器の製造販売

生産量：シート製造最大能力

１５０ｔ/日
パック生産最大能力

１４００万枚/日



< かんたん・きれいに・リサイクル >



三層構造



山形・新庄方式リサイクルシステム



全国各地で様々な場面に使用されています。

NHKふるさとの食・日本の食
（Ｈ16.3.20 東京・代々木）

新潟中越地震

（Ｈ16.11.6 新潟県小千谷市体育館）

慶應義塾大学生協での回収の様子

山形日本一の芋煮会 （Ｈ15～Ｈ20）





本社工場・アメニティセンター

トレーのリサイクルを通して、
環境問題について学ぶ子どもたち



ライフサイクルアセスメント―１
■P&P リ・リパックのLCA分析■（ＬＣＡ評価実施機関：東京大学生産技術研究所安井至研究室）
環境への負荷の少ない製品を生み出すためには、原材料の調達段階から消費、使用後の廃棄、リサイクル処理までライフサイ
クルを通じて、環境への影響を考える事が必要になります。P&Pリ･リパックの環境影響を評価するため、次のA.BのシナリオでLCI
比較をしました。



■結 果■
この場合想定した4通りの回収率について、Ｐ＆Ｐリ・リパックはＰＳ単層容器よりすべての評価項目において、
環境負荷を低減させることが可能であるといえる。

ライフサイクルアセスメント―２
A,Bとも同型のヨコタ東北製 弁当ー４ 数量28,000枚（700㎏）を 450ｋｍ離れたイベント会場で使用することとし、その後リ･リ
パックはフィルムをはがして工場へと回収し、ＰＳ単層容器は焼却することとする。（回収率は、５０％、６０％、７０％、８０％の4通り
を想定し、フィルムは焼却した。）



ＮＰＯ法人 みどりの家 リサイクルセンター
（三重県四日市市）

社会福祉法人 さつき福祉会
リサイクルセンター 「エコラ東海」 （愛知県東海市）
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米国 環境保護局

第４回 朝日企業市民賞 （平成19年）
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ソーシャル・ビジネス・アワード2008
ソーシャルエコビジネス 環境大臣賞
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